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研究雑話(129)
障害児殺宵 ・動f博 誌上実蛮:47)

藤井 力夫

姿勢反射の発達とリズム運動の習熟(27)

まりっき動作の秘密、表・付点八分で『裏」を聞く。

前回は、 1回旋2跳躍 ・なわとび呼気流量、心電のポログラフ。ゴム たる/ひご/の/ひ/で、主核音・

のような足腰での4分の2拍子の習 まり 直径約 17c mo被験者:平均 fラJをさらに強調する関係です.

熟が、/はーあ/い。/にみるよう 的な中学1年 ・男子ω 音声分析ス 戻り時の『裏』は、 いずれも中間音 ・

な「付点音符Jの世界への移行と関 ベクトノレ包絡で音高・パワーを表示。

係していることをお話しました。孜 シグナノレプロセッサ仰EC三栄、

r;l Jで構成されています.

付点八分で 「裏』を聞く 連続し

のような理由が考えられます。 一つ DP-1100)使用 ・ソフト開発。手の動 てまりをつくためには、 2打拍の反

は‘跳蹴動作が歩行の速さに収東さ き 上下変位をポテンションメータ 復=4突き、即ち、 2小節分の安定

れるので、 音価 ・四分音符が強めら (共和電業、 DTP-2岨S)で記録. が震要です.4突きの内容で持続が

れるということ.他は、 4分の2拍

子の反復それ自体が、りズム同期の

基本単位となるということ.即ち、

2-1、節=r 4足拍』でのまとまりで

す.これらは、歩行運動に起因する

ものですが、伸展性動作に導入する

ことにより 、足腰で記憶されるとい

『拍節』の 『表』と『裏」 音声 決主る左いうことです.まりっき時

信号に対応して4分の2拍子 ・小節 の『表」の音価が I付点八分」で、

線を描出.例/あんた・がた/ど 戻り時の『裏Iが r16分音符J.こ

こ・さ。/。各拍節とも、下線部が の関係が、戻り を予想したまり っき

『表J、他が「裏J.まりっき時が を保障しています。 r前向き制御』

『表Jで、戻り時が「裏』の関係. が実現されています r表 ・《付点

「核音J+ r付点J 拍節の 「表」 八分》で 《裏》を聞くJとしました。

うことでしょう。今回は、こうした に特徴がみごとに集約。この歌の音 ゆっ 〈りした『足拍」 ー本事例は

子どもたちの手におけるまりっき動 階は「ミJと「ラJの4度で、その 毎分 92回の速さ。だらだらでなく、

作、 「付点八分」 ・調節の意義につ 上に fシ』を付加した典型的な日本 これを持続することは結構、困灘.

いてお話したいと恩います.

スベヲトル採指図の開発 図は、

「あんたがたどこさJを歌いながら

まりをついたときの手の位相、音声、

の民揺音階。まりっき時の音の高さ 歩行でもその安定は、 1回旋2眺雌

は、この音階の「核音」、 主厳音 ・ なわとびの持続と対応しています.

fラJi:下被昔 ・「ミJ.付加音 ・ 「裏」の予期にはこうした足腰が問

Iシj でつく箇所は、歌の山場にあ われます. (北海道教育大学教授)

あんたがたどこさ<T.K，m， 13 yrs old.) 制つ制作崎町手の位帽〈スベクトJ唱盟国、薗弁 l蜘 〉
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